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カラーユニバーサルデザインをすすめる会

■  :090-8973-8581(友 枝 )
Fax1088‐ 652-7883
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パネル展示 i300_CO

色覚体験コーナー 1=“¬●00

相談コーナー 30卜 6“

講演・質疑応答 t卜・.5
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NPO,二人カラーュニバーサルテデイン■櫃 占Jiltti

伊賀公一

株式会社モリサワ
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伝えるための

カラーユニバーサルデザイン

13110-14:10

請演 13」 045:00
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「観光都市鳴門」をPRするパンフレットなどは、色や文字を使い正しい情報で、多くの人に鳴門の魅力を伝え、

訪れていただく重要な役割がありま現 しかし中には、色や文字のデザインによっては正確な情報を受け取れない人もいるので丸

今回は、色弱者や視覚機能の低下した高齢者など、誰に対しても見やすくわかりやすい、ユニバーサルデザインに配慮した「色」と

「文字」の使い方について、専門家から必要な配慮や実践例を伺います。また、様々な見え方・見分けづらさが体験できる

「多様な色覚体験コーナー」やカラーユニバーサルデザインについて「パネル展示」を設けま丸

観光パンフレットのみならま 視覚による情報を提供する全ての人に役に立つ内容となっていま丸

NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構

伊賀公―

P型色覚(赤緑色55)

色覚バリアフリー活動開始(1998年 )

特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイ

ン機構 副理事長(2004年 )

東商カラーコーディネータ1級取得(2007年 )

文字のユニバーサルデザイン
～わかりやすく読みやすい∪D書体ご存知ですか?～

14:20～ 15100

株式会社モリサワ
「文字を通じて社会に貢献するJを もとに、モリサワでは様々な文字を

生み出してきました。その中でもユニバーサルデザインに特化した文字

「∪D書体」をご紹介いたしま魂

講師による質疑応答 15oo～ 1545

パネル展示、色覚体験コーナ…、相談コーナー哺演中を除01300～ 1600

モリサワUD書体
モリサワのUD(ユ ニバーサルデザイン)書体は、
「文字のかたちがわかりやすいこと」

「読みまちがえ

にくいことJ「文章が読みやすいことJをコンセプト

に開発されており、・小サイズですべての文字が間

題なく半J別できること'をひとつの基準とし、ベース

となる書体の各文字が見直され、繰り返し検証し

作成されています。
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連絡先 □自宅 □職場
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車いす利用等、配慮を必要とする方はお知らせ下さい。

TEL or FAX

郵送申込先 :

鳴門市撫養町斎田字西発6‐3 CUDをすすめる会 友枝幹雄

E-ma tEF [78 .

cud @awa-g.net
×申込無しても参加は可能で,


